
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●目的に応じてタブレットPC等を活用し
て、進んで学習に取り組もうとする児童
の育成を目指す。

○「タブレットPCを使って楽しく学習に取
り組むことができた」と回答した児童９
０％以上

・タブレット端末等の活用した授業事例
の収集、実践を行う。
・新規導入のAIドリルの活用

・ ・ ・ ・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任
・副主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳の授業の振り返りや記述におい
て、肯定的に捉える感想をもった児童が
８０％以上。

・「いのちの教育指導資料」や「伊万里っ子しぐ
さ」「童謡歌集」を活用した学習場面を設ける。
・全校でテーマを設定し、人権教室を学年ごとに
実施する。

・ ・ ・

・道徳推進教員

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○アンケート等の情報収集を定期的に実施
○いじめ防止等（事案対処等）について早期に組織的
対応ができていると回答した教員８０％以上。

・定期的に「心のアンケート」を実施し、早期発見に努める。
・保護者、担任、生徒指導主任、教育相談担当、級外などの
連携を密にし、組織としての支援を充実させる。
・学校いじめ対策委員会において、支援の具体的方法につい
て話し合う。

・ ・ ・
・人権・同和教育担当
・教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・学校行事（体育大会や修学旅行等）や
発表会（伊万里秋祭りや公民館祭り等）
などを通じて、個人で目標をもたせ、そ
れをバックアップすることで成功体験を
積ませる。

・ ・ ・
・教務主任
・関係学年主任

●健康・体つくり

❹「安全に関する資質・能力の育成」 ❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る
・「廊下を走っていない」の質問に肯定的
な回答した児童８０％以上。

❹交通教室を行い、道路の歩き方や渡
り方、自転車の安全な乗り方について指
導を行う。
各学級で、寄り道をしないで通学路を帰
るように指導をする。交通安全につい
て、全校朝会などで話をする。
・走った場合は歩き直しをさせるなど、全
職員で廊下歩行についての指導を行う。
生活のきまりチェック週間で、廊下歩行
についての意識を高める。廊下歩行が
良かったクラスを放送で紹介する。

・ ・ ・

・生徒指導主任
・交通指導担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日、学校閉庁日を設定する。
・行事や会議を精選し、児童下校後、教材
研究や事務業務を行う時間を確保する。
・育友会担当業務から所属職員をできるだ
け外し、夜の会合には参加しなくてよいよう
にする。

・ ・ ・

・管理職

●特別支援教育の充実

○児童の実態に即した具体的な支援の
内容・方法の策定

○児童の実態に即した具体的な支援を
行い、よりよい学校生活への適応を図
る。

・特別支援教育に関する研修会を計画的に実施する。
・校内体制を整備し、ケース会議や校内支援委員会等
で対応について協議・共通理解を図る。
・児童の特性を理解し、困りごとを解決できるよう支援
をしたり、個に応じた指導を行ったりする。

・ ・ ・
・特別支援教育
　コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○タブレットPC等ICTを効
果的に活用した学習の充
実

○タブレットPC等の効果的な利用に向
けた研　修やタブレット端末等を活用し
た学習事例を共有し授業実践する。

〇「授業中に児童にタブレット端末を使
わせる場面が増えた」と回答した教員９
０％以上

・職員のスキルアップのためのICT機器
の操作研修を行う。

・ ・ ・
・ICT推進リーダー

○「ふるさと学習」の充実

○地域の良さを体感できる学習の充実 ○市内（町内）に存在する社会教育施設
や優れた教育資源を活用し、ふるさと伊
万里（大坪町）を誇りに思う児童の割合
を前年度より高める。

・地域に関わることに関心を高めるよう、
地域の教育資源を活用した学習を設定
する。
・地域の祭りや伝統、地域の偉人からの
学び、鼓笛隊などの活動の充実。

・ ・ ・
・学年主任
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・前年度は１４０周年記念行事もあり、地域の方々とつながる機会が多くあった。地域の中の学校として、地域学校協働推進委員とも連携しながら、今後も地域学習に力を入れたい。

・主体的に学習に取り組む姿勢が定着しつつあり、学習状況調査結果等から判断して、一定の成果を収めることができた。タブレットを活用したドリル学習等を更に充実させ、基礎・基本の定着を確実なものにしていきたい。

・いじめ防止、不登校状態の解消については、普段の学校生活をしっかりと見取っていくとともに、児童との相談活動や保護者との情報共有を深め、関連機関との連携も継続しながら対応していきたい。

２　学校教育目標 一生懸命がかっこいい！一人一人のよさが輝く学校　　～自己肯定感を高める教育を通して～

３　本年度の重点目標

①主体的・対話的・深い学びの実現とともに、読解力、表現力（「根拠を示して過不足なく」説明できること）の育成を図る。また、タブレットPC等ICTを効果的に活用した学習の充実を図る。

②児童同士が良さを互いに自覚し合える学級集団づくりを行い、自己肯定感を高める取組を行う。達成感を感じる学校行事や体験活動の充実（’地域との連携）を図る。

③健康教育の推進（感染症・熱中症・アレルギー等の対策）を図るとともに、学習形態の工夫、指導内容の重点化、学校行事の見直しを適宜行い、教育課程履修に遺漏のないように努める。

学校名 伊万里市立大坪小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育


